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  巻 頭 言 
 

『人生（Life）とは・・』 
 ４月になると入社、入学の季節となり、希望と不安に満ち溢れた顔が初々しくもあり、迎える側としても

身の引き締まる思いが湧きあがって参ります。 

 新緑の巻頭言として、当院院長の一説を紹介したいと思います。『Life』の文字の中に『if』がありま

す。直訳すると『①もし～ならば、もし～なら、～という状況｛じょうきょう｝だと（仮定｛かてい｝）すると、～の

場合｛ばあい｝、②｛じょうけん｝たとえ～としても』等という訳になります。人生の

中には、もしかしたら良い事も起こるかもしれない、もしかしたら悪いことに出会

うかもしれない。『人生は、もしかしたらの繰り返しです、だからすべてを受け入

れていく事が大切であり、良い事も悪いことも必ず出会う事で人生は成り

立っている』という話をして頂きました。その言葉に感銘し、会う人毎にその話

をしてきました。 

 患者様や御家族の『if』は、我々理学療法士に出会うことで、 

『もしかしたら・・・・』 

会長 池城 正浩             



社会職能局スポーツ事業部  

 髙江洲 昌太（沖縄リハビリテーションセンター病院） 

 去る2月22日（土）、スポーツ事業部 講習会「野球に関する身体機能評

価」が沖縄リハビリテーションセンター病院で開催されました。講師はくろだ

整形クリニックの久保田正一先生で、講習会には26名が参加されました。講習

内容は上肢を中心とした機能解剖から障害、評価、治療といった内容でした。

理学療法において下肢、体幹の講習会が多い中、野球や上肢を中心とした内容

は学ぶことが非常に多い内容でした。スポーツ障害を学ぶ上で野球等、上肢の

障害が非常に多いスポーツは数多くある為、今後も今回のテーマのように、フォーカスを絞った内容の講習会の

必要性を感じました。 

「野球に関する身体機用評価」の講習会に参加して①           親泊佳幸（沖縄セントラル病院） 

 私は現在、病院で職業として患者さんの治療を行っています。病院で病気の人に行う理学療法と今回の特定競

技に特化した理学療法とはリハビリテーションという括りでは一線を画すと考えていますが、理学療法がもっと

多くのスポーツや他分野で拡散していくといいなと思っています。久保田先生も講習会冒頭で「職域拡大におけ

る現状の課題」を挙げ、この分野が十分賃金が得られるよう職業として確立することを望むと仰っていました。 

さて今回の講習では不良投球法で生じる肩・肘の障害の種類やそれを調べるテスト法や投球動作の診方および

正しい体の使い方など動画も交えて説明されていて実に興味深かったです。特に久保田先生が経験から試行錯誤

して得た、腱板機能や相ごとの筋機能のチェック法などはとても勉強になりました。一方、こんなに分析されて

いても病態や痛みの原因がまだはっきり分かっていないことや、実際の治療法があまり聴けなかった（時間の都

合上）ことは少し残念でした。野球先進国のアメリカではどのような見解なのかなとも思いました。 

何はともあれ好きな野球のことが聴けてとても良かったです。あっという間の5時間でした。 

「野球に関する身体機用評価」の講習会に参加して②              平良親佐（あけみおの里） 

県外より久保田正一先生を招いての内容は、野球選手に対する評価・アプローチ方法の講習会でした。 

野球における肩や肘の障害、障害の見分け方、投球フォームの観察を行い、なぜ障害が出現してくるのか細かく

御教授して下さりました。また、実技も多くあり、フォームを修正するためのアプロー

チや、トレーニングなど初めてみるアプローチも多くとても勉強になりました。 

障害をみていくうえで、肩や肘、体の解剖、構造をしっかり頭に入れておくと障害を起

こす原因もイメージし易いと改めて感じました。 

普段は老健施設勤務でこのような方々を診ることはあまりありませんが、今後も高校

野球サポート等に積極的に参加し、今回知り得た情報をもとにもっとスキルアップして

いきたいと感じました。 

【中部ブロック】 

 平成26年3月1日に北谷のバイキング居酒屋

じゃんじゃんにて中部ブロックの新人・異動会

員歓迎会が開催されました。今年度は昨年より

も多い50名以上の参加者があり、大いに盛り上

がりました。立津理事の挨拶の後、皆さん周り

の方へ挨拶に回ったり、名刺交換や先輩PTと話したりと思い思いに交流をもっていました。 

 年度を重ねる度に盛大になっている歓迎会ですが、来年度ももっと県士会と中部ブロックを盛り上げていけ

るように全員で頑張っていきましょう♪（取材：池間裕輔） 

（新入会員35名、理事・会員16名  合計51名の参加）  

【南部ブロック】 

 南部ブロックの会員を対象に新人・異動会員歓迎会が平成26年3月1日に開催されました。場所は和民新都心

店で多くの会員が参加しました。今回の企画は兼島広樹ブロック長と城間俊充副ブロック長が企画運営し、ブ

ロックでの活動や結束を高めました。特に新入会員にとっては職場の先輩方だけでなく、他の施設の先輩方と

交流できることによって理学療法の幅も広がったのではないかと思います。理学療法の分野で切磋琢磨する仲



間と同じ空間で同じ時間を共有できた素晴らしい機会

でした。（取材：城間定治）       

新人・異動会員25名、理事・会員12名  合計37名  

 平成26年3月2日に日本理学療法士協会主催で、「内部疾患に対する理学

療法の進め方の基本」というテーマで講習会が沖縄リハビリテーション福

祉学院にて開催されました。 
今回は講師として鹿児島大学医学部の大重匡先生、ハートライフクリニッ

クの長嶺淳司先生、沖縄リハビリテーション福祉学院の比嘉優子先生の3名
にそれぞれ、循環器、糖尿病、呼吸器について講演して頂きました。今回

の講習会は基本編という事で、比較的分かり易い様な内容になっていましたが、心電図のみかたや異常波形か

らの状態の推測の仕方、糖尿病の病態や運動方法について、また、呼吸器疾患に対してのフィジカルアセスメ

ントやリスク管理について等、盛り沢山の内容で大変勉強になりました。内部疾患は、普段病院や施設等では

関わる事の少ない、または苦手意識を持ち易い分野ではありますが、基礎を学ぶ事でもっと評価や運動指導に

関して正確性や幅が持てると思いました。今回の講習会を通して皆さんの内部疾患への関心が強くなればと思

います。（取材：池間裕輔） 

星野 宗勲（八重山ブロック 広報担当） 
平成26年3月16日（日）に第7回沖縄理学療法講習会をかりゆし病院リハビリ

テーション室で開催し、「糖尿病合併症者のリスク管理の重要性とそのポイ

ント」というテーマでハートライフクリニックの長嶺敦司先生に、「歩行分

析と運動器疾患への理学療法のコツ」というテーマでスポーク・クリニック

の宮城健次先生に講義して頂きました。参加者は11名で例年よりも少ない人

数でしたが、その分講師の先生との距離が近くて内容の濃い時間が過ごせた

のではないかと思います。 
 

＜感想文＞（かりゆし病院 福本 真司） 
 今回、午前に長嶺先生の講義、午後に宮城先生の講義と１日を通して大変有

意義な勉強会を開催していただきました。長嶺先生には糖尿病の合併症の各病

期での理学療法の関わり方を教えていただきました。糖尿病は、合併症の自覚

症状がない40代50代から予防的な介入が重要でありますが、自覚症状が無いだ

けにその必要性を患者さんに感じてもらうのは困難です。長嶺先生の施設では

患者さんに必要性を感じてもらい、自己管理につなげる工夫が盛りだくさん

で、またそれがエビデンスに基づくものなので非常に説得力があり、こんな方

法があるのかと感動がありました。 
 宮城先生には、歩行分析をテーマに実技も交えて教えていただき

ました。理学療法士は動作分析のプロであるべきで、近年では動作

解析の機器は進歩していますが、患者さんの訴えや背景などと動作

と障害を結び付けて考えられる能力の原点は観察力であり、先生の

長年培ってきた観察力を学ぶことは到底できませんが、その取っ掛

かりとなるポイントを教えていただきました。動作分析のプロとし

て理学療法士にしかできないことを追及していくことが、社会に必

要とされる理学療法士として大切なことではないかと感じました。 
 今回の勉強会を通して得た知識を活かして行くとともに、先生方

の理学療法士としてのプロ意識に刺激を受け、私も勉学に励みたい

と思います。ありがとうございました.      



 本間 昌大（八重山ブロック長） 
平成26年2月1日の18:00~19:30の日時でかりゆし病院リ

ハビリテーション室にて八重山リハビリテーション勉強

会を開催しました。今回は「デイケアのリハビリテー

ション」というテーマで通所リハぎのわんの松並健二先

生に講演して頂きました。リハスタッフの他にケアマ

ネージャー等も含めて合計41名の参加があり、同テーマ

への興味・関心の高さが窺えました。 
 
デイケアに通

われている方々のニーズや、病院での回復期リハビリから在宅への

移行の問題点などを検討することができました。また、今回はリハ

ビリ職だけでなくケアマネや介護士の方々も参加されており、一緒

に考えることができ有意義な時間を過ごすことができました。チー

ムでのリハビリテーションの重要性を再認識でき、今後につなげて

いきたいと感じました。 

栗田 麻未(ライフサポートえん) 

八重山ブロック長 本間 昌大（かりゆし病院） 
2014年3月15日（土）と16日（日）の2日間にかけて、石垣市中央運動公園野球場にて

八重山地区高校野球春季大会が行われ、大会の医療サポートを八重山ブロックが担当し

ました。サポート活動も2シーズン目に入り、高野連の方にも理学療法士の存在を知って

もらえるようになってきたと感じています。今後も信頼される団体でいられるように真

摯に取り組んでいきたいと思います。 
 

＜感想文＞ 
2014年3月15～16日に石垣市中央公園第二多目的球場と中央運動公園野球場にて八重山地

区高校野球春季大会が行われました。秋季大会同様八重山リハブロックにて医療サポー

トを実施しました。八重山は３高校しかないため秋季大会から継続して選手と関わるこ

とができ、秋からの身体状況の変化などに気づくことが出来ました。今後は救急対応の

方法なども勉強会を通して知識を深め、皆が統一した対応が出来るようさらに連携を深

めなければいけないと思いました。これからも高校野球サポート活動を通して、選手達が１日でも長く、多く

プレーできる様、また、私達ＰＴがより良いケアを提供できるためにも、知識を深め活動を続けていきたいと

感じました。 （いしがき太陽の里  牧之瀬 七恵） 



こんにちは。昨年６月号より２か月に１度、水泳コラムを掲載させて頂

いています沖縄県立南部医療センター・こども医療センター理学療法士の

喜瀬真雄（きせ しんゆう）です。 

今回は、去る１月に開催されました水泳記録会のご報告をさせて頂きま

す。参加された選手にとっては現在の泳力の確認のみならず今後の目標と

して九州選手権大会参加が見えてきたと思います。今後も水泳を継続し記

録によっては日本選手権大会やジャパンパラ大会などの上位大会の出場、

詳しくは以下のホームページを参照下さい。 
IPC swimming  www.paralympic.org/Swimming 
日本身体障害者水泳連盟 paraswim.jp 九州身体障害者水泳連盟 www.geocities.jp/kyushu_syougai/ 

さらにその先には「世界」が見えてくるはずです。  

また、この大会には当コラムを通じて紹介がありました選手も参加しており25Mを完泳されてい

ました。水泳教室に初めて参加された時は「息継ぎ」ができなかったことを考えると大きな成長だ

と思います。本人にとっても自身の成長を感じることができたのではないかと思います。この成果

は本人の努力をはじめコーチ・周りの方々のサポートの賜物だと考えます。 

選手にとって大会参加は、終わりではなく新たなスタートとなります。つまり、大会終了後が大

切です。何か行動を起こせば、どの選手にも様々な形でチャンスが訪れます。あとは本人がどの道

を「選ぶ」かです。自分で選んだ道はどの道でも正解です。私を始め関係者ができることは、選手

（元患者・利用者さん）の人生の選択肢を増やすことだけです。反対に「選択肢」がなければ選ぶ

ことができません。選手にとって「水泳」が人生を力強く泳ぎ切っていく「手段」になってほしい

と願います。この選手と関係者の関係性は臨床での患者さんとPTの関係性に近いように思います。 

 

 さて、約１年間継続させて頂いた水泳コラムは今回で終

了となります。このコラムは来る６月１５日（日曜日）に

沖縄県立奥武山水泳プールで開催される九州身体障害者水

泳選手権大会（沖縄県で初開催）への参加選手発掘も目的

の一つです。選手募集は4月26日までしておりますので是非

下記ホームページをご確認下さい。また、大会のポスター

も準備しておりますのでリハビリ室などに掲示させて頂け

る機会があれば是非ご連絡お願い致します。 

コラムは終了となりますが、今後どこかで九州選手権大

会の様子を報告できたらと思います。また今月、日本代表

トレーナーとしてドイツ国際大会に帯同できることになり

ました。そこで得たものも合わせて還元できたら幸いで

す。 

最後に、このコラムを掲載させて頂くにあたり多大なご

支援を頂きました（公社）沖縄県理学療法士協会の池城会

長・城間事務局長、水泳への活動を応援して下さる職場の

仲間室長をはじめリハビリ室の先生方、そして家庭で私を

支えてくれる妻と娘に心から感謝の気持ちと御礼を申し上

げます。 

お問い合わせ：E-mail:sea9518@yahoo.co.jp（喜瀬 真雄） 



［平成25年度第12回 理事会］ ☆詳細な議事内容はHPに掲載しますのでご参照ください。 
日 時：平成26年3月12日（水）  19：00～22:00 

場 所：翔南病院 会議室 （〒904-0034沖縄県沖縄市山内3-14-28） 
第１号議案  第66回「保健文化賞」の推薦について（事務局） 

 
第２号議案  平成26年秋の外国人叙勲候補者の推薦について（事務局） 

 
第３号議案  沖縄県医療推進協議会への加入依頼について（事務局） 

 
第４号議案  各養成校の入学式について（事務局） 

 
第５号議案  在宅医療連携体制整備事業準備委員会へのオブザーバー参加について（事務局） 

 
第６号議案  2014福祉機器展の後援方について（事務局） 

 
第７号議案  沖縄県口腔保健医療センター落成記念式典・祝賀会について（事務局） 

 
第８号議案  平成26年度事業計画ならび予算案（池城会長） 

 

議案内容 
沖縄県福祉保健部医務課より、第一生命保険会社の保健文化賞についての推薦依頼

が届いています。ご検討宜しくお願い致します。 

審議結果 
推薦なし。 

担当局： 担当部： 

議案内容 
沖縄県福祉保健部より、平成26年秋の外国人叙勲候補者の推薦について、依頼文が

届いています。ご検討宜しくお願い致します。 

審議結果 
推薦なし。 

担当局： 担当部： 

議案内容 
早速ですが、沖縄県医師会より、沖縄県医療推進協議会への加入依頼について、 

案内文が届いています。ご検討宜しくお願い致します。 

審議結果 
加入することで全会一致。 

担当局：事務局 担当部：総務部 

議案内容 
県内各養成校より、入学式についてのご案内が届いています。ご検討宜しくお願い

致します。 

審議結果 
通年通り、電報で対応。 

担当局：事務局 総務部 

議案内容 
沖縄県医師会より、沖縄県在宅医療連携体制整備事業準備委員会へのオブザーバー 

参加について、ご案内が届いています。ご検討宜しくお願い致します。 

審議結果 
池城会長が参加。 

担当局： 担当部： 

議案内容 
沖縄県社会福祉協議会より、2014福祉機器展の後援方について依頼文が届いていま

す。ご検討宜しくお願い致します。 

審議結果 
ホームページ及び広報誌に記載する。 

担当局：事務局 担当部：総務部・広報部 

議案内容 

■沖縄県口腔保健医療センター落成記念式典・祝賀会 

○式典日時：平成26年4月13日（日）正午（受付午前11時30分～） 

場所：沖縄県口腔保健医療センター 

○祝賀会 

日時：同日 午後3時場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー出欠 

審議結果 
式典：池城正浩・神谷之美  祝賀会：池城正浩・神谷之美 

担当局：事務局 担当部：総務部 

議案内容 平成26年度事業計画ならび予算書を策定したのでご審議頂きたい。（別紙資料）。 

審議結果 
平成26年度事業計画及び予算書について承認。 

担当局：事務局 担当部：総務部 



［報告事項］ 

１．会長 ※月次活動報告 

２．副会長 ※月次活動報告 ・平成25年度介護予防従事者研修会[事業報告]（神谷） 

３．事務局 ※月次活動報告 

 ・中部ブロック新人・異動会員歓迎会（安里）  ・地域包括ケア推進に向けた研修会（城間） 

 ・H26.2/13～H26.3/12までの収受文書・発行文書表（比嘉）…【別紙資料４】 

【会員動向報告】※平成26年3月12日現在 

会員数：1327名、施設所属会員数： 1204名、自宅会員数123名  会員所属施設数：235施設  

［期間会員動向］平成26年2月13日～3月12日※協会承認済 

異動：28名（県内：21名 転入：5名 転出：2名）休会：5名  退会：2名 復会：0名 

４．社会職能局※月次活動報告 

・2013年度 訪問リハビリテーション実務者研修会[事業報告]（金城） 

・八重山地区高校野球春季大会のサポート活動[事業計画]（本間） 

５．教育学術局※月次活動報告 

・石垣ブロック新人研修会[事業計画]（與儀）・宮古ブロック新人研修会[事業計画]（與儀） 

・中部ブロック新人研修会[事業計画]（與儀） 

６．その他 

政治活動を考える委員会 

○津波古功氏による日本理学療法士連盟総会に参加報告 

○大名老人ホームの伊波成恭氏から大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会（JRAT）研修報告が行わ

れた。 

4月  26日（土）  平成26年度新人・異動会員オリエンテーション 

5月  24日（土）  平成26年度定時総会  

6月  8日（日）  日本理学療法士協会 代議員総会 

■■要注意■■異動申請 お手続きお願いします！ 

勤務先、自宅、氏名など会員情報が変更になった際は、速やかに会員情報の変更申請をお願いします。お手続きは「マイペー

ジ」から、お早めにお願いいたします。 

会費納入について 

※楽天カードへ入会していないと会費の引き落としができません。楽天カードの申込みを再度ご確認ください。 
楽天カードによるクレジット決済か口座振替となっております。両方に登録のない方へは協会本部よりコンビニ振込用紙が送

付されています。支払期限を確認のうえ速やかに納入して下さい。領収書が必要な方は直接日本理学療法士協会（FAX:03-

5414-7913 E-mail:jpta@i.bekkoame.ne.jp）へお問合せ下さい。 

会費に関する問合せ  沖縄県理学療法士協会財務担当理事：運天智子   E-mail：optazaimu@gmail.com 

下記の日程で平成26年度新人・異動会員オリエンテーションが開催されますのでご案内申し上げます。理学療法

関連部署の部署長（責任者）の皆様には対象者への案内と勤務調整などご高配いただきますようお願い申し上げ

ます。会員の皆様には改めてご案内申し上げますのでご確認くださいますようお願いします。事務局 総務部 

日 時：平成26年4月26日（土）13：30～（受付13：15～） 

場 所：沖縄県総合福祉センター 403研修室 

対象：平成25年度新規会員、入会予定者、他都道府県からの異動会員 

※例年と会場が異なりますのでお間違えのないようご注意下さい。 

下記の日程で平成26年度定時総会が開催されますのでご案内申し上げます。定時総会は当協会の最高議決機関と

なりますので会員の皆様は参加してください。欠席する場合は必ず委任状を提出してください。会員の皆様には

事前に議案書を送付致しますのでご確認くださいますようお願いします。事務局 総務部 

日 時：平成26年5月24日（土）13：30～（受付13：15～） 

場 所：沖縄県総合福祉センター 第6・7会議室 

※例年と会場が異なりますのでお間違えのないようご注意下さい。 



社団法人 日本離床研究会主催 沖縄講演 集中開催のお知らせ 

自らの理学療法を磨くための知識と技術を学ぶ集中講座 

日時・講座名 

平成26年4月18日（金）～20日（日）各日10：00〜16:10 

4月18日（金）実技講座 マスターしよう 車いすへの移乗動作 

4月19日（土）嚥下造影(VF)がない状況下での直観力を養う嚥下トータルアプローチ 

4月20日（日）危険を事前に察知するための呼吸・循環フィジカルアセスメント実技講座 

会場：沖縄産業支援センター（那覇市小禄1831-1） 

講師：曷川元先生（日本離床研究会）徳田雅直先生（東京ハートセンター）他 

受講料：各8,400円  定員：各80名（予定） 

対象：理学療法士 （左記以外でも受講は可） 

申込み：ホームページよりオンラインで申込み 

HP: http://www.rishou.org/ 

問合せ：社団法人 日本離床研究会事務局 TEL: 03-3556-5585 

2014福祉機器展 

沖縄県介護実習・普及センターでは、介護知識や技術及び福祉用具に関する知識や取扱い等の普及・啓発

をするとともに、県民へ知識や技術を提供することを目的に福祉用具機器展と研修会を開催します。 

主催：社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 

期日：平成26年7月4日（金）～7月5日（土） 

会場：沖縄県総合福祉センター（那覇市首里石嶺町4-373-1） 

7月4日（金）[福祉用具展示]9：00～18：00 

[研修会]13：30～15：00（受付：13：00～）仮）「排泄編～男女で変わるオムツのあてかた～」 

7月5日（土）[福祉用具展示]9：00～15：00 

[研修会]11：30～13：00（受付 11：00～）仮）「座位姿勢によるポジショニング」 

会場：[福祉用具展示]東棟1階ゆいほーる、結プラザ [研修会]403研修室 

対象者：一般県民、医療・福祉系学校、医療・福祉関係者、福祉用具貸与事業所等 

入場・受講料：無料 

問合せ先：社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会 沖縄県介護実習・普及センター 

沖縄県那覇市首里石嶺町4-373-1 沖縄県総合福祉センター東棟1階 

電話番号：098-882-1484 FAX：098-882-1486 

出張柏塾企画研修会開催のご案内 

1. テーマ：『片麻痺者の障害像と上肢機能』 

2. 講師：柏木 正好 先生 柏塾塾長 作業療法士  新里 順治 先生 大浜第二病院 作業療法士 

3. 日時：平成26年4月19日（土）（13:30受付）14:00〜18:00 

4. 会場：大浜第一病院 2階 ふれあいセンター 

5. 主催：沖縄活動分析研究会 

6. 定員：80名   7. 対象：作業療法士、理学療法士、言語聴覚士 

8. 主な内容：講義・実技   9. 受講締切り：平成26年4月12日(土)    10. 受講費：4,000円   

11.申込み方法 

 ①事務局メールのoki_katubun@yahoo.co.jpまで下記の項目を記載して頂き申し込みをお願い致します。 

 件名：出稿柏塾企画研修参加希望 

 Ⅰ．施設名 Ⅱ．氏名 Ⅲ．職種 Ⅳ．経験年数 Ⅴ．PCから返信可能なメールアドレス 

 ②受講費は、当日受付にてお支払いお願い致します（お釣りの無いようにご準備をお願い致します）。 

〈申し込み・問い合わせ〉 

大浜第一病院 リハビリテーション科 作業療法室内 

沖縄活動分析研究会 事務局 作業療法士 吉嶺浩・新里光・松原良憲 

住所：〒900-0005 沖縄県那覇市天久1000  TEL：098-866-5171 FAX：098-864-1874 

E-mail：oki_katubun@yahoo.co.jp 

第4回日本訪問リハビリテーション協会学術大会in熊本 

大会テーマ：地域包括ケア時代の訪問リハビリテーション ―その多様性と可能性― 

会期：2014年6月7日（土）～2014年6月8日（日） 



 本誌へ研修会案内の掲載をご希望の場合は、当会HPより「広報誌掲載申込書」をダウンロードし、申込書へ必要

事項を記入後、当協会事務局まで郵送して頂きますようお願いします。尚、掲載の可否については当会の事業目的

に照らし、判断いたします。尚、毎月10日締切で翌月号への掲載となります。★掲載内容は概ね300字を目安として

います。 

[沖縄県理学療法士協会HP：http://www.oki-pt.jp] 

【研修案内に関する問い合わせ】  沖縄県理学療法士協会事務局   098-930-5023 

                      （月～金曜日9：00～18：00 担当：比嘉）optaoffice@oki-pt.jp  

【広報部員募集】 

 広報部では当協会の活動の取材をし、広報誌の作成に携わる部員（会員）を募集しています。学

術活動だけでなく、様々な活動を通して新たなネットワークも作れます。お気軽にご応募下さ

い。部会の見学だけでもOKです。事務所：098-930-5023 optaoffice@oki-pt.jp  

会場：市民会館崇城大学ホール、熊本市国際交流会館、桜の馬場 城彩苑 

内容：大会長講演、特別講演、演題発表、一般公開講座など 

参加費：会員…【事前登録】7,000円【当日受付】9,000円  

      非会員…【事前登録】9,000円【当日受付】11,000円     

      学生…1,500円 ※大会当日は学生証の提示をお願いします。   

      懇親会…【事前登録】5,000円【当日受付】6,000円 

※尚、当日登録は数に限りがありますのでご了承下さい。  

      一般公開講座のみ…【当日受付】無料  

※詳しくはＨＰをご参照ください→http://www.houmonreha.org/kumamoto/index.html 

大会事務局医療法人金澤会 青磁野リハビリテーション病院  

E-mail：hr2014-jimukyoku@seijino.or.jp（大会専用） ※問い合せは、メールにてお願い致します。 

平成26年度 第5回訪問リハ地域リーダー会議  

開催日：平成26年5月16日（金）～17日（土）場所：タイム24ビル5階南研修室（東京都江東区青海2-4-32） 

訪問リハビリテーションフォーラム2014 

開催日：平成26年5月18日（日） 

場 所：東京ビッグサイト(東京国際展示場)レセプションホールＡ（東京都江東区有明3-11-1） 

Updraft Physio ペインリハビリテーションセミナー 

【講師】西上 智彦 先生（甲南女子大学 准教授） 【日程】 平成26年4月12日(土) 14：00 ～ 19：00 

【テーマ】「ペインリハビリテーションの最新知見と臨床応用」 

【会場】 沖縄リハビリテーションセンター病院8階カンファレンス室 

【受講費】 3000円  【定員】各50名 ※先着順 

【申し込み】 メールにて①氏名、②所属先、③職種、④連絡先（PCメール）、⑤懇親会参加の有無 を明記の

うえ、件名に「ペインリハ」と記載してお申込みください。 

 申し込み先：updraft_seminar@yahoo.co.jp   担当：比嘉 俊文 

【沖縄物理医学研究会・研修会Part10のご案内】 

【内容】「基本的動作促進法と基本的動作介助法 １（予定）」 

    「SJF技術（関節ファシリテーション）」 
※治療の場面において必要不可欠な動作促進・介助法を入門編として基礎から教授して頂く予定です。また、障

害に応じた介助法、促進法も合わせて行います。 

【日程】平成26年6月21日（土）14：00～17：30（13：30受付開始） 

    平成26年6月22日（日）09：00～16：00（08：30受付開始） 

【講師】築山尚司先生 （岡山大学病院 総合リハビリテーション部士長 SJF学会理事） 

【対象】理学療法士・作業療法士  【定員】50名（定員になり次第終了致します。） 

【受講料】両日8000円、（土）4000円（日）5000円 【会場】現在調整中  【主催】沖縄物理医学研究会 

【申し込み】①氏名②性別③所属施設④職種⑤免許取得年⑥常時連絡がとれる番号 

下記にメールを送信して頂き3日以内にPDFを添付し返信を致します。3日以内に返信が無い場合お

手数ですがご連絡をお願い致します。E-Mail：okinawapmr@yahoo.co.jp 
【問い合わせ】沖縄物理医学研究会事務局 北城整形外科 渡久地  ℡（098）930－7777 

 



セラピスト 募集 
 
募集人数：PT・OT・ST若干名 
待  遇：当法人規程に準ずる 
勤務時間：8：30～17：00 
休 日 ：105日 
施設概要：入所120床、通所50名 
業務内容：入所者、通所利用者のリハビリ

テーション、各業務に必要な記

録、書類作成。 
応募方法：電話にてご連絡下さい。 

施設見学、面接日の調整を行い 

ます。 
 

介護老人保健施設おきなわ徳洲苑 

〒904-0021 沖縄県沖縄市胡屋6丁目4番19号 

TEL:098-931-1215 FAX：098-931-1216 
担当 高原、横山 

 

※平成26年4月増床業務拡充 
のため募集致します。 

介護保険指定事業所  読谷村診療所 
〒904-0305 読谷村字都屋179番地 
Ｔｅｌ098-956-1151 Ｆａｘ098-956-9560 

担当 仲吉、仲間 

理学療法士 募集 
募集人員：ＰＴ１人（嘱託職員） 
待  遇：委細面談 
施設概要：内科・皮膚科（無床診療所） 
     リハビリテーション科 
     通所リハビリテーション施設 
     訪問リハビリテーション 

       （月・火･木・金の午後のみ） 
業務内容：外来患者の理学療法 
     通所リハ利用者の理学療法 
     訪問リハ利用者の理学療法 
     各業務で必要な書類（カルテ、 

     計画書等）の記録、作成 
勤務時間：月・火・木・金 8：30～17：15 
     水・土 8：30～12：30 
休  日：日曜日、祝祭日、慰霊の日、 

     盆休み、年末年始 
応募方法：随時・電話にてご連絡下さい。 

平成26年度  

学校法人智睛学園 琉球リハビリテーション学院では、理学療法の

基礎教育、臨床教育及び研究に熱意のある教員を募集します。現

場で培った臨床力を理学療法教育に、是非貸して下さい！ 
 

■ 募 集 職 種 :  理学療法士（経験5年以上） 

■ 募 集 人 員 :   理学療法士 若干名  

■ 雇 用 形 態 :   常勤 

■ 施 設 概 要 :   理学療法学科（昼間部・夜間部）、 

   作業療法学科（昼間部・夜間部） 

   柔道整復学科（昼間部）、 

   社会福祉学科（夜間部） 

 □関連施設 発達支援センターぎんばるの海 

    金武リハビリテーションクリニック 

■ 給 与 ・ 待 遇 :  当法人規定による(実務経験考慮) 各種社

   会保険完備 

   各種手当(通勤手当・単身用職員寮入居可 

   等)  研修会参加制度有り 

■ 勤 務 時 間 :  シフト制（勤務時間は相談に応じます） 

   8：30 ～ 17：30、14：00 ～ 23：00 

■ 休 日 休 暇 :  週休2日制（日・祝祭日、他週1日） 

■ 応 募 方 法 :  まずは電話にてお問い合わせ下さい。 

   電話：098-983-2130 

■ 担  当  者 :  事務部長代理 山下 


